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1 は じ め に

セイヨウナンは収穫後,追熟して,は じめて食用に適す

るようになる。しかし,収穫後,す ぐに追熟させると,果

実によって,可食状態になるまでの日数にバラツキがある。

このパラツキを小さくし,追熟を斉一にすることが予冷の

目的である。ゼネラル・ レクラークに適した予冷方法はま

だ分かっていない。ここでは予冷方法の違いが追熱の揃い,

出現割合及び果実品質に与える影響について検討した。

2試 験 方 法

0)供試果実
1991年 9月 28日 (満開後144日 )に ,台風19号 によって

落果したゼネラル・ レクラークの果実を拾い集め,2日 間
室温に放置した後,傷の軽い果実を選別して各区約25果を

供試した。なお,対照として無予冷の果実38果を供試した。

予冷は9月 30日 から行った。また,収穫日の9月 28日 (満

開後144日 )は収穫適期に入っていると思われる
1)。

0)予冷条件
予冷条件は温度 5, 0℃ と,期間 5,10,15日 を組合わ

せた。湿度は90～95%RHと した。

3)追熟条件
温度20℃ で追熟を行った。

に)調査項目
果実調査項目は果重,目減率,硬度,屈折計示度,酸度 ,

地色指数 (日 本なしカラーチャートを使用,1:1, 2:
2,3:3,4a:4,5a:5の 5段階),ヨ ード反応指

数 (0:100%染 色. 1:90%染色,2:70%染色, 3:5
0%染色,4:30%染色, 5:染色なしの 6段階),食味
(外観 :1:果皮全体が萎凋,2:果皮の半分程度が萎凋 ,

3:果梗部付近が萎凋,4:果梗部付近がやや萎凋, 5:
果皮の萎凋なしの 5段階,肉質,果汁,総合評価 :1:劣
る～ 5:良いの 5段階),追熟の揃いである。

3 試験結果及び考察

(D 追熟果の揃い及び出現割合

① 5℃ 5日 区は追熟開始が 9日 め,終了が21日 め
だった。追熟果出現のビークはみられなかった。

② 5℃ 10日 区は追熟開始が 6日 め,終了は20日 め

だった。追熟果出現のピークはみられなかった。

③ 5℃ 15日 区は追熟開始が 8日 め,終了は15日 め

だった。追熟果出現のピークは14日めで供試個数の50%が

集中した。

④ O℃ 5日 区は追熟開始か 9日 め,終了が18日 め

だった。追熟果出現のピークはみられなかった。

⑤ O℃ 10日 区は追熟開始が 6日 め,終了は19日 め

だった。追熟果出現のピークはみられなかった。

③ O℃ 15日 区は追熟開始が 5日 め,終了は11日 め

だった。追熟果出現のピークは7日 めで供試個数の50%が

集中し,前後をいれた3日 間に92%が追熟した。

⑦ 対照区は追熱開始が10日 め,終了は18日 めだっ
た。追熟果出現のビークはみられなかった。

③ 平均追熟日数は対照区≧5℃ 5日 区>5℃ 10日区
>5℃ 15日区≧0℃ 5日 区>0℃ 10日区>0℃ 15日 区の順
であった。また,果重別による傾向はみられなかった (デー

タ省略)(図 1)。
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図 1 予冷温度別の追熟果の出現割合
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12)収穫時の果実品質

収穫時の果実品質は表 1の とおりである。

13)予冷出庫時の果実品質

目減率は0℃区が 5℃区よりやや高い傾向にあった。硬

度は0℃ 15日区が他区より低くなった。屈折計示度は0℃

15日区が他区よりやや高かった。酸度は各区,ほぼ同等だっ

た。地色指数は0℃ 15日区が他区より約05高 くなった。

収穫時の地色指数に比べ,各区で高くなった。ヨード反応

指数は15日区が他区のより約10低 くなった。予冷温度に

かかわらず,収穫時のヨード反応指数に比べ,各区とも低

くなった (表 1)。

に)追熟後の果実品質
目減率は0℃区が 5℃区より約10～20%少なかった。
また,対照区の目減率と比べ,0℃区がやや少なく, 5℃
区がほぼ同等だった。屈折計示度,酸度は0℃区,5℃区,
対照区とも,ほぼ同等だった。粉質果割合は各区ほぼ均等

表 2 追熟後の果実品質

表 1 予冷出庫時の果実品質

希 艮が 品 昇霧 勝
舶 晨
―
恐

収穫時 4601 123  114 021 28  32
5℃ 5日 4193 09  119 113 024 36  29
5℃ 10日 4143 06  113 115 021  33  23
51315日  3940  06   116  112  021   37   15
4233   09    123   11 6   022    37    28

4346   1 3    124   11 3   021    32    2 7

4060   1 6    104   12 4   024    4 2    1 7

0℃ 5日

0℃ 10日

0℃ 15日

注 出庫時調査は処理果のうち10果を供試した。
目減率 :収穫時から出庫時までの減少分。

だった。外観は0℃ 15日区が他区より良かうた。食味は肉

質,果汁,総合評価,各区ほぼ同等だった。果重別で特定

の傾向はみられなかった (データ省略)(表 2)。
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5℃ 5日  25  4450
5℃ 10日  27  4194
5℃ 15日   24   4454

125  018  3/25
126  019  3/27
126    0 19    3//24

48
45
43

24
19
20

14 9

141
124

38
41
38

36
33
86

40   34
39   31
41   33

0'3 5日    24     4507 12 3     0 21

128    020
124    020

0℃ 10日   27   4218
0℃ 15日  26  4522

32
39
26

21
21
19

1ノ/24

4//27

4//26

122
H7
71

38
38
46

3 6       4 3

34   41
38   41

38     422 020 6/38

注 粉質果割合 :(粉質果数)/(供試果数)。
日減率 :出庫時から追熟後までの減少分。

4ま と め

以上の結果より,収穫果を0℃ 15日 間予冷した後,追熟

させると,果実品質,食味は他の処理区,対照区とほぼ同

等だったが,外観が良好な果実が得られ,追熟日数も短く

なり揃った。また,予冷により追熟開始が早まる傾向がみ

られた。今後は収穫時期の早晩による予冷の影響について

検討する必要があると思われる。
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